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え
び
の
市
立
病
院
は
、
地
域
で
の
基

幹
的
な
公
的
医
療
機
関
と
し
て
、
地

域
医
療
の
確
保
の
た
め
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
多
く
の
公
立
病
院
で
経
営
状

況
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
師

不
足
に
よ
る
診
療
体
制
の
縮
小
な
ど
、

経
営
環
境
や
医
療
提
供
体
制
の
維
持

が
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
立
病
院
で
は
、
公
立
病

院
と
し
て
今
後
果
た
す
べ
き
役
割
や

経
営
の
効
率
化
な
ど
を
示
し
た
「
え

び
の
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策

定
。
今
号
で
は
、
プ
ラ
ン
の
概
要
の

公
表
と
、
今
後
ど
の
よ
う
に
市
立
病

院
を
経
営
し
て
い
く
の
か
を
考
え
ま

す
（
改
革
プ
ラ
ン
の
詳
細
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。
　

【特集】
　

え
び
の
市
立
病
院
は
、
昭
和
26
年
７
月

３
日
に
飯
野
町
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療

所
と
し
て
開
設
さ
れ
、
同
年
11
月
に
飯
野

町
国
民
健
康
保
険
病
院
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
41
年
11
月
に
、
飯
野
町
、
加
久
藤
町
、

真
幸
町
の
三
町
合
併
に
よ
り
え
び
の
町
立

病
院
と
改
名
。
昭
和
45
年
12
月
の
市
制
施

行
に
よ
り
、
現
在
の
え
び
の
市
立
病
院
と

な
り
ま
し
た
。
昭
和
53
年
７
月
に
全
面
改

築
工
事
を
実
施
し
、
平
成
３
年
３
月
に
診

療
棟
を
増
築
、
平
成
６
年
に
リ
ハ
ビ
リ
棟

を
新
築
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
開
業
医
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、

閉
院
が
相
次
ぎ
、
今
後
も
数
件
の
開
業
医

が
後
継
者
が
い
な
い
た
め
閉
院
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
で
当
院
は
、
市
内
唯
一
の
救
急

告
示
施
設
で
あ
り
、
年
間
延
べ
４
万
５
千

人
前
後
の
外
来
患
者
と
延
べ
１
万
５
千
人

前
後
の
入
院
患
者
が
利
用
す
る
地
域
医
療

の
中
核
を
担
っ
て
い
ま
す
。
特
に
時
間
外

　

経
営
面
で
は
、厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

従
来
の
よ
う
な
繰
入
金
に
頼
っ
た
運
営
か

ら
、
公
営
企
業
と
し
て
独
立
採
算
の
経
営

が
可
能
な
健
全
財
政
の
経
営
形
態
に
移
行

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
進
め
て

い
る
病
院
改
革
で
好
転
の
兆
し
は
見
え
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
、
継
続
し
て
改
革
が

進
ま
な
い
場
合
は
、
事
業
規
模
、
経
営
形

救
急
患
者
の
受
入
れ

は
、
平
成
19
年
度
で
１
，

２
１
７
人
に
及
び
、
市
内

は
も
と
よ
り
、
近
隣
市
町

の
救
急
患
者
も
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
看
護
学

生
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
学
生
等
の
実
習
受
入
れ
や
市

内
の
学
校
医
活
動
、
医
師
会
活

動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
市
民
の
要
望
に
よ
り
、

各
地
で
健
康
講
話
や
栄
養
指
導
講

座
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
に

密
着
し
た
公
立
病
院
と
し
て
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

え
び
の
市
立
病
院
の
現
状
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＋え
び
の
市
立
病
院

革
改

M
anagem

ent　of　hospital

態
の
見
直
し
も
考
慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
問
題
を
抱
え
て
い

る
え
び
の
市
立
病
院
。
で
は
、
今
後
目
指

す
市
立
病
院
の
姿
と
は
ど
の
よ
う
な
病
院

な
の
で
し
ょ
う
か
。
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【特集】 改革　えびの市立病院

　

公
立
病
院
と
し
て
、
地
域
住
民
に
質
の

高
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
病
院

経
営
の
健
全
化
は
不
可
欠
で
す
。

　
病
院
事
業
会
計
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
一

般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
入
金
を
受
け
て
運

営
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
15
年

度
か
ら
繰
入
金
が
大
幅
に
減
少
し
経
営
が

危
機
的
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
従
来
の
よ

う
に
繰
入
金
に
頼
っ
た
経
営
か
ら
、
公
営

企
業
と
し
て
独
立
採
算
の
経
営
が
可
能
な

経
営
形
態
に
移
行
す
る
こ
と
は
避
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
市
立
病
院
で
は
平
成

15
年
度
に
、
独
立
採
算
の
経
営
を
目
標
と

し
た
「
病
院
財
政
健
全
化
実
施
計
画
」
を

作
成
し
、
財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
主
に
、
入
院
、
外
来
収
益
の
増

収
対
策
、
給
与
費
、
材
料
費
、
経
費
等
の

大
幅
な
削
減
、
職
員
の
意
識
改
革
を
柱
と

し
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
19
年
度
に

黒
字
経
営
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
次
の
よ
う
な
項
目
に

取
り
組
み
、
一
般
会
計
に
頼
る
こ
と
の
な

い
健
全
な
経
営
を
図
り
ま
す
。

①
民
間
的
経
営
手
法
の
導
入

②
事
業
規
模
・
形
態
の
見
直
し

③
経
費
削
減
・
抑
制
対
策

④
収
入
増
加
・
確
保
対
策

　

病
院
組
織
は
、
医
師
を
中
心
に
看
護
師

部
門
、
薬
局
、
放
射
線
、
検
査
、
リ
ハ
ビ

リ
、
給
食
、
事
務
所
等
が
密
接
な
関
係
を

持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
門
は
、医
師
の
指
示
の
も
と
、

独
立
し
て
、
責
任
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
全
職
員
の
病
院
改
革
の
提
言
、

意
見
集
約
等
を
実
施
し
、
積
極
的
に
職
員

の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

院
長
の
提
案
に
よ
り
、
病
院
関
係
者
や
市

内
開
業
医
の
代
表
、
市
民
の
代
表
で
構
成

さ
れ
る
「
病
院
運
営
対
策
協
議
会
」
を
発

足
さ
せ
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
い
て
病
院
改
革
に
取
り
入
れ
る
試
み
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
改
革
が
成
功
す
る
か
否
か
は
、
そ

の
職
場
で
働
く
職
員
の
意
識
が
変
わ
る
か

ど
う
か
で
決
ま
る
と
言
え
ま
す
。
市
立
病

院
の
基
本
理
念
で
あ
る
『
公
共
の
福
祉
を

増
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
の
た
め

に
、
地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
病
院
と
し

て
市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
安
心
し
て

来
院
し
て
い
た
だ
く
病
院
を
目
指
す
』
を

全
職
員
が
常
に
心
が
け
、
実
践
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
以
前
は
、
病
院

職
員
の
対
応
が
悪
い
と
市
民
か
ら
の
苦
情

が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
近
年
、
こ

の
よ
う
な
苦
情
も
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
市
立
病
院
を
目
指
し
、
今
後

も
継
続
し
て
職
員
の
接
遇
研
修
や
院
内
会

議（
全
職
員
）、院
内
勉
強
会
を
充
実
さ
せ
、

職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
ま
す
。毎月一回行われる院内勉強会。勉強会を通してそれぞれの職員

が持っている情報をみんなで共有しています。
0102

［
独
立
採
算
の
経
営
が
可
能
な
病
院
へ
］

［
市
民
の
た
め
の
市
民
が
望
む
医
療
を
］

そ
し
て

職
員
の
意
識
改
革

ま
ず
は

経
営
の
効
率
化

項目 平成 19年度
実績 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度

総収支比率 100.1％ 102.9％ 102.0％ 101.7％ 101.7％
経常収支比率 100.1％ 102.9％ 102.0％ 101.7％ 101.7％
医業収支比率 99.5％ 102.0％ 101.1％ 100.8％ 100.8％
現金預金比率 216.6％ 231.1％ 285.4％ 298.1％ 374.6％
職員給与費比率 45.5％ 42.5％ 42.9％ 43.1％ 43.3％
病床利用率 80.0％ 81.0％ 82.0％ 83.0％ 84.0％

●財務に係る数値目標

18年度
（実績）

19年度
（実績）

20年度
（見込）

21年度
（計画）

22年度
（計画）

23年度
（計画）

8,814 万円 １億 12万円 9,138 万円 8,109 万円 7,664 万円 7,670 万円

●一般会計繰入金の推移

必死に経費計算を行う事務職員。職員一丸となって財政健全化に取り組みます。リハビリのお手伝いをする築地雅之理学療法士。患者さんと接する時は常に笑顔を心がけています。
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【特集】

　

市
立
病
院
で
は
現
在
、
医
師
や
看
護
師

な
ど
78
人
の
職
員
が
働
い
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
「
少
し
で
も
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の

気
持
ち
を
や
わ
ら
げ
て
安
心
さ
せ
た
い
」

と
情
熱
を
持
っ
た
方
ば
か
り
で
す
。
理
学

療
法
士
の
築
地
雅
之
さ
ん
は
「
ケ
ガ
や
入

院
で
リ
ハ
ビ
リ
を
さ
れ
る
方
々
は
、
気
持

ち
も
落
ち
込
ん
で
い
る
方
が
多
い
で
す
。

で
す
か
ら
私
た
ち
職
員
は
、
体
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、『
心
も

元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
』
と
願
っ
て
、
笑

顔
を
心
が
け
て
患
者
さ
ん
と
接
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

全
国
的
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

I N T E R V I EW

昔に比べ全体的に職員の皆さんがやわらか
くなった印象です。患者さんに対してよく
声をかけてくれるようになりました。これ
は患者にとってとても励みになります。周
りの評判も良くなっているので、さらに良
くなることを期待しています。利用する私
たちも、時間やルールを守るなどして、市
立病院を応援していきたいですね。

●えびの市立病院運営対策協議会

今村久子さん（前田区）

医師不足や財政事情など、公立病院は厳し
い状況におかれています。その中で、現在、
当院は６人の医師をはじめ、すばらしい医
療スタッフにめぐまれ感謝しています。全
員で力を合わせて、地域医療の中核を担う
病院として、市民の皆さんに親しまれ、安
心して来院していただける病院となるよ
う、より一層の改革を進めていきます。

●えびの市立病院事務長

坂本健一郎さん

る
医
療
現
場
。
こ
れ
は
市
立
病
院
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
不
足
に
加
え
、

時
間
外
受
診
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
市
立

病
院
の
医
師
や
看
護
師
は
過
重
労
働
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
現
場

で
働
く
職
員
の
皆
さ
ん
は
、「
少
し
で
も

良
く
な
っ
て
ほ
し
い
、
気
持
ち
が
や
わ
ら

い
で
ほ
し
い
」
と
必
死
で
す
。
私
た
ち
市

民
が
市
立
病
院
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
。

そ
の
一
つ
は
安
易
な
時
間
外
受
診
の
自
粛

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
立
病
院
は
、
市
内
唯
一
の
公
立
病
院

と
し
て
、
健
全
化
を
進
め
な
が
ら
財
政
基

盤
を
安
定
さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
後
さ
ら

に
進
む
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
べ
く
医
療

体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、

え
び
の
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
を
大
き
な

柱
に
、
経
営
の
効
率
化
、
職
員
の
意
識
改

革
を
進
め
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
、
安
心
し
て
来
院
し
て
い
た
だ
け
る

市
立
病
院
、
患
者
さ
ん
の
心
に
寄
り
添
っ

た
市
立
病
院
と
な
る
よ
う
に
―
。

※
え
び
の
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
は
、
市

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
＝

http://w
w

w
.city.ebino.lg.jp/

）
に
も

よ
り
詳
し
い
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

え
び
の
市
立
病
院

☎
０
９
８
４
‐
33
‐
１
０
２
４

改革　えびの市立病院

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
に

市
民
と
と
も
に
改
革
を

患
者
さ
ん
の
心
に
寄
り
添
っ
た
市
立
病
院
へ
―
。

　

病
院
運
営
対
策
協
議
会
は
、
平
成
16
年

４
月
に
発
足
。
病
院
関
係
者
や
市
内
開
業

医
の
代
表
、
市
民
の
合
計
９
人
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
会
は
、
市
立
病
院
へ
の

市
民
か
ら
の
要
望
を
病
院
運
営
に
反
映

し
、
市
民
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

病
院
改
革
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
会
の
発
足
当
時
か
ら
会
員
を
務
め
る

今
村
久
子
さ
ん
（
前
田
区
）。
今
村
さ
ん

は
市
立
病
院
で
の
経
験
を
こ
う
話
し
ま

す
。「
昨
年
５
月
に
主
人
が『
胸
が
苦
し
い
』

と
い
う
の
で
、
市
立
病
院
で
診
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、『
心
筋
こ
う
そ
く
で
一
刻
を

争
う
』
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
市
立
病
院

で
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
熊

本
県
人
吉
市
の
病
院
に
搬
送
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
消
防
署
の
救

急
車
が
別
の
要
請
で
出
動
し
て
お
り
、
院

長
は
市
立
病
院
の
車
で
搬
送
す
る
こ
と
を

決
断
さ
れ
ま
し
た
。
車
に
は
多
く
の
機
材

を
載
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
医

師
や
看
護
師
さ
ん
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん

の
職
員
の
方
が
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ

り
、
ま
た
先
生
方
も
同
乗
さ
れ
、
い
ち
早

く
搬
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
団
結
力
を
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
お

か
げ
で
、
今
主
人
は
元
気
で
す
。
今
で
も

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」。
今
村
さ
ん

は
こ
の
経
験
を
き
っ
か
け
に
、市
立
病
院
、

そ
し
て
そ
こ
で
働
く
職
員
を
と
て
も
信
頼

す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
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Balance　Sheet
借　　方

資
産
の
部

勘定科目 19年度末現在 前期との比較

１
．
有
形
固
定
資
産

（1）総　　務　　費 1,479,317 233,330
（2）民　　生　　費 966,616 － 48,013
（3）衛　　生　　費 2,684,660 － 220,182
（4）労　　働　　費 0 0
（5）農林水産業費 2,673,087 － 199,436
（6）商　　工　　費 871,298 － 46,411
（7）土　　木　　費 14,099,614 － 521,247
（8）消　　防　　費 170,280 1,436
（9）教　　育　　費 7,349,326 － 136,300
（10）そ　　の　　他 11,876 － 707

計 30,306,074 － 937,530
（うち土地） （10,631,007） （303,460）

有形固定資産合計 30,306,074 － 937,530

２
．
投
資
等

（1）投資および出資金 2,789,221 97,935
（2）貸付金 36,637 － 2,411
（3）基金
　①特定目的基金 2,194,856 176,786
　②土地開発基金 0 － 333,000
　③定額運用基金 2,500 0

基金計 2,197,356 － 156,214
（4）退職手当組合積立金 0 0

投資等合計 5,023,214 － 60,690

３
．
流
動
資
産

（1）現金・預金
　①財政調整基金 2,901,630 221,262
　②減債基金 39,965 － 15,024
　③歳計現金 338,643 33,850

現金・預金計 3,280,238 240,088
（2）未収金
　①地方税 224,100 － 1,790
　②その他 622,733 － 1,093

未収金計 846,833 － 2,883
流動資産合計 4,127,071 237,205

資産合計 39,456,359 － 761,015

貸　　方

負
債
の
部

勘定科目 19年度末現在 前期との比較

１
．
固
定
負
債

（1）地方債 7,854,072 － 604,669

（2）債務負担行為

　①物件の購入等 0 0

　②債務保証又は損失補償 0 0

債務負担行為計 0 0

（3）退職給与引当金 2,717,011 81,734

（4）その他 0 0

固定負債合計 10,571,083 － 522,935

２
．
流
動
負
債

（1）翌年度償還予定額 1,194,328 2,394

（2）翌年度繰上充用金 0 0

流動負債合計 1,194,328 2,394

負債合計 11,765,411 － 520,541

正
味
資
産
の
部

１．国庫支出金 7,475,062 － 325,505

２．都道府県支出金 2,584,383 － 188,924

３．一般財源等 17,631,503 273,955

正味資産合計 27,690,948 － 240,474

負債・正味資産合計 39,456,359 － 761,015

（単位：千円） 　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
貸
借

対
照
表
の
こ
と
で
、
学
校
、
道

路
、
橋
な
ど
の
資
産
と
、
こ
れ
ら

の
建
設
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た

お
金
を
対
比
し
て
市
全
体
の
資
産

価
値
や
負
債
内
容
を
示
し
た
も
の

で
す
。
左
半
分
「
借
方
（
か
り
か

た
）」
が
資
産
、
右
半
分
「
貸
方

（
か
し
か
た
）」
が
負
債
と
正
味
資

産
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
負

債
と
正
味
資
産
は
資
金
が
ど
こ
か

ら
き
た
か
を
、
資
産
は
そ
の
資
金

を
何
に
使
っ
た
か
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、

総
務
省
の
示
し
た
作
成
要
領
に
基

づ
い
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
毎
年
度

末
現
在
の
市
の
資
産
と
、
そ
の
資

産
を
取
得
す
る
た
め
に
必
要
と

な
っ
た
財
源
を
対
比
し
て
、
市
全

体
の
資
産
の
価
値
や
負
債
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
を
示
し
た
も
の
で

す
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
見
る
こ

と
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
資

産
や
、
将
来
の
世
代
が
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
負
債
な
ど
が
ど

れ
ほ
ど
あ
る
の
か
を
読
み
と
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
前

年
度
や
ほ
か
の
自
治
体
と
比
較
す

る
こ
と
で
、
財
政
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

え
び
の
市
が
、
現
状
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
借
り
入

れ
て
、
平
成
19
年
度
末
現
在
抱

え
て
い
る
負
債
の
合
計
額
は

１
１
７
億
６
，
５
４
１
万
１
千
円

で
す
。
中
で
も
、
固
定
負
債
で
あ

る
地
方
債
は
78
億
５
，
４
０
７
万

２
千
円
に
の
ぼ
り
、
負
債
合
計
の

約
66
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
資
産
形
成
を
抑
え
た
こ

と
で
、
資
産
総
額
に
占
め
る
有
形

固
定
資
産
の
割
合
は
、
前
期
（
平

成
18
年
度
末
）
の
77
・
７
％
か
ら

今
期
の
76
・
８
％
に
減
少
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
高
い

割
合
で
す
。
こ
れ
は
、
将
来
に
向

け
て
、
道
路
や
学
校
施
設
な
ど
を

維
持
管
理
す
る
た
め
の
経
費
が
、

そ
の
分
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。

　

前
期
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
比

較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

■
有
形
固
定
資
産

　

有
形
固
定
資
産
を
行
政
目
的
別

に
見
る
と
、
道
路
橋
り
ょ
う
、
街

路
、
公
園
な
ど
、
市
民
の
生
活
基

盤
整
備
に
要
し
た
土
木
費
が
１
４

０
億
９
，
９
６
１
万
４
千
円
と
最

も
多
く
、
次
い
で
、
学
校
教
育
施

設
の
整
備
に
要
し
た
教
育
費
が
73

億
４
，
９
３
２
万
６
千
円
と
な
り

ま
す
。
前
期
と
比
べ
る
と
、
金
額

に
し
て
９
億
３
，
７
５
３
万
円
、

率
に
し
て
３
・
０
％
減
少
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
財
政
健
全
化
の

た
め
に
建
設
事
業
を
抑
制
し
た
こ

と
が
要
因
で
す
。
そ
の
結
果
、
新

た
に
取
得
し
た
資
産
よ
り
、
こ
れ

ま
で
取
得
し
た
資
産
の
減
価
償
却

分
が
上
回
っ
た
こ
と
で
減
少
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

土
地
に
つ
い
て
は
、
減
価
償
却

を
行
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
土
地
の
取
得
が
そ
の
ま

ま
資
産
増
と
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、

土
地
開
発
公
社
の
清
算
に
伴
う
公

社
所
有
地
の
取
得
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

■
投
資
等

　

投
資
お
よ
び
出
資
金
は
、
９
，

７
９
３
万
５
千
円
の
増
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
病
院
事
業
会
計

お
よ
び
水
道
事
業
会
計
に
係
る
企

業
債
の
償
還
に
対
す
る
出
資
金
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

特
定
目
的
基
金
は
、
積
立
を
行

う
一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
の
目

的
に
応
じ
て
取
り
崩
し
も
行
い
ま

し
た
が
、
積
立
の
方
が
大
き
く
、

１
億
７
，
６
７
８
万
６
千
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
土
地
開
発
基
金

は
、
土
地
開
発
公
社
の
清
算
に
伴

い
、
基
金
を
廃
止
し
ま
し
た
。

■
流
動
資
産

　

財
政
調
整
基
金
は
、
予
期
し
な

い
収
入
減
や
後
年
度
の
安
定
的
財

政
運
営
の
確
保
の
た
め
に
積
み
立

て
る
も
の
で
、
前
期
と
比
較
す
る

と
２
億
２
，
１
２
６
万
２
千
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

減
債
基
金
の
減
は
、
地
方
債
の

償
還
の
財
源
と
す
る
た
め
、
１
，

５
０
２
万
４
千
円
取
り
崩
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
計
現
金
は
、
地
方
交
付
税

１
億
２
，
１
２
３
万
２
千
円
の
減

等
は
あ
り
ま
し
た
が
、
歳
出
全
般

に
わ
た
り
抑
制
に
努
め
た
結
果
、

歳
出
不
用
額
の
確
保
に
よ
り
平
成

20
年
度
の
財
源
と
し
て
３
億
３
，

８
６
４
万
２
千
円
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
前
期
と
比
較

す
る
と
、
３
，
３
８
５
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

■
固
定
負
債

　

地
方
債
は
、
近
年
の
建
設
事
業

お
よ
び
財
政
健
全
化
に
よ
る
借
入

の
抑
制
に
よ
り
、
６
億
４
６
６
万

９
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

■
国
・
県
支
出
金

　

新
た
な
資
産
形
成
に
充
て
た

国
・
県
の
補
助
金
よ
り
も
そ
の
減

価
償
却
が
上
回
っ
た
た
め
減
少
し

た
も
の
で
す
。

■
一
般
財
源
等

　

市
税
な
ど
を
用
い
て
建
設
し
た

事
業
費
の
減
価
償
却
が
少
な
か
っ

た
た
め
増
加
し
た
も
の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
財
政
課
経
営
分
析
係

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
８
２
）

投資等＝水道事業会計や病院事業会計への出資
金や公共施設等整備基金、敬老すこやか基金な
ど、特定の目的で蓄えているお金です。

流動資産＝現金で持っているもののほか、必要
な時にすぐ現金化できる基金、市に納めてもら
うお金（市税など）のうちで、まだ収入されて
いないものです。

固定負債＝１年以上の期間をおいて返さなけれ
ばならない借金です。

流動負債＝未払金や過去に発行した地方債のう
ち、１年以内に返さなければならない借金です。

退職給与引当金＝市の職員が年度末に全員退職
したと仮定した場合の退職金です。実際、年度
末に支払うものではありませんが、将来発生す
るものとして負債に計上しています。

地方債＝土地の購入、建物や道路を造る際の借
金です。

国庫・県支出金＝この補助金は地方債とは違い、
将来返済する必要がないものです。したがって、
一般財源同様、市が取得した資金ということに
なります。

一般財源等＝市民の皆さんに納めていただいた
税金や手数料などです。

用語説明
◎
資
産
の
部

◎
負
債
の
部

◎
正
味
資
産
の
部

資
産
と
負
債
の

バ
ラ
ン
ス
は
？

平
成
19
年
度
決
算
を
も
と
に

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で

え
び
の
市
の
財
政
状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
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地デジの準備をお願いします
えびの市教育研究論文・実践記録表彰式

より質の高い教育の提供を
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■お問い合わせ先
市総務課情報管理係（内線 450・451）

■お問い合わせ先
市教育委員会学校教育課（内線 411・412）

　

え
び
の
市
教
育
研
究
論
文
・
実

践
記
録
表
彰
式
が
、
３
月
４
日
、

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
研
究
論
文
・
実
践

記
録
を
通
し
て
、
教
師
と
し
て
の

指
導
方
法
の
向
上
を
図
り
、児
童
・

生
徒
に
対
し
て
、
よ
り
質
の
高
い

教
育
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

回
で
40
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
を
上
回
る
63
点

の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
に
真

幸
小
学
校
の
今
西
隼
人
教
諭
の
教

育
研
究
論
文
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
西
教
諭
は
「
児
童
が
楽
し
く

英
語
を
学
ぶ
た
め
の
学
習
活
動
の

創
造
」
と
題
し
て
教
育
研
究
論

文
・
実
践
記
録
を
作
成
。
児
童
が

英
語
に
興
味
を
持
っ
て
学
習
を
進

め
る
た
め
の
手
立
て
や
、
英
会
話

に
関
す
る
知
識
、
能
力
を
育
成
す

る
方
法
な
ど
に
つ
い
て
追
究
し
ま

し
た
。
今
西
教
諭
は
、「
研
究
を

通
し
て
、
継
続
的
に
教
師
自
身
の

英
語
に
関
す
る
知
識
や
能
力
を
高

め
る
工
夫
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
英
会
話
を
多
く
含
ん
だ
活
動

な
ど
、
児
童
の
英
語
活
動
の
授
業

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
授
業
の
中
で
、
英
語
と
日

本
語
を
ど
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス

で
、
あ
る
い
は
工
夫
を
通
し
て
使

用
し
て
い
け
ば
よ
い
か
、
今
後
さ

ら
に
追
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

萩
原
和
範
教
育
長
は
「
今
年
は

４
月
か
ら
始
ま
る
小
・
中
一
貫
教

育
に
関
す
る
研
究
・
論
文
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
研
究
の
成
果

が
児
童
・
生
徒
た
ち
に
還
元
さ
れ

る
よ
う
、
今
後
も
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」と
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。

や
調
整
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
早
め
に
施
設
管
理
者

や
保
守
管
理
者
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
共
同
ア
ン
テ
ナ
は
施
設
の
改

修
に
伴
い
、
国
の
補
助
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
施
設
管

理
者
の
方
は
、
市
総
務
課
情
報
管

理
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
や
公
的
機
関
な
ど
と
称

し
て
、
地
デ
ジ
放
送
に
便
乗
し
た

架
空
請
求
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
工
事

を
装
っ
た
悪
質
詐
欺
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
国
の
関
係
機
関
が
地
デ

ジ
放
送
受
信
の
た
め
の
工
事
の
案

内
を
行
っ
た
り
、
工
事
を
受
け
付

け
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た

そ
の
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

地
デ
ジ
の
受
信
相
談
は
地
デ
ジ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

◎
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

（
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

【
受
付
時
間
】
平
日
＝
午
前
９
時

～
午
後
９
時
、
土
・
日
曜
・
祝
日

＝
午
前
９
時
～
午
後
６
時

☎
０
５
７
０
‐
07
‐
０
１
０
１

　

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
平
成

23
年
７
月
24
日
で
終
了
し
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
（
以
下
地
デ
ジ
）

へ
完
全
移
行
し
ま
す
。

　

地
デ
ジ
を
見
る
た
め
に
は
、
次

の
①
か
②
の
対
応
が
必
要
で
す
。

①
地
デ
ジ
対
応
の
テ
レ
ビ
の
購
入

②
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
場
合
、
デ

ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
購
入

※
ア
ン
テ
ナ
工
事
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

集
合
住
宅
や
電
波
が
届
き
に
く

い
地
域
の
た
め
に
共
同
ア
ン
テ
ナ

を
ご
利
用
の
方
は
、
施
設
の
改
修

地デジの準備をお願いします。最優秀賞を受賞した今西隼人教諭（左）。

平成 21年度狂犬病予防注射集団注射日程のお知らせ

生涯一度の登録と年一度の狂犬病予防注射を

■お問い合わせ先
市市民課生活環境係（内線 285・286）

通
知
書
、
愛
犬
手
帳
ま
た
は
鑑
札

（
登
録
を
し
て
い
る
犬
の
み
）

❶
放
し
飼
い
や
鎖
を
外
し
て
の
散

歩
は
絶
対
に
し
な
い
。

❷
飼
い
始
め
た
ら
「
し
つ
け
」
を

す
る
。

❸
虐
待
せ
ず
、
捨
て
な
い
。

❹
散
歩
さ
せ
る
時
は
袋
と
ス
コ
ッ

プ
な
ど
、
フ
ン
を
片
付
け
る
道
具

も
必
ず
携
帯
す
る
。
ま
た
、
携
帯

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
他
人
の
敷

地
や
公
共
の
場
所
に
フ
ン
を
放
置

し
な
い
で
必
ず
持
ち
帰
る
。

❺
繁
殖
を
望
ま
な
い
時
は
、

日　時 会　場 時　間

加
久
藤
地
区

４月 14 日
（火）

前松原公民館 9：00 ～ 9：20
松原公民館 9：30 ～ 9：50
牧の原公民館 10：00 ～ 10：10
榎田公民館 10：20 ～ 10：40
東川北公民館 10：50 ～ 11：30

４月 15 日
（水）

大溝原公民館 9：00 ～ 9：40
西郷公民館 9：50 ～ 10：30
湯田公民館 10：40 ～ 11：00
永山公民館 11：10 ～ 11：40

４月 17 日
（金）

栗下地区営農研修館 9：00 ～ 9：40
（加久藤）麓公民館 10：00 ～ 10：20
市役所本庁（外来駐車場） 10：30 ～ 11：40

４月 23 日
（木）

尾八重野コミュニティーセンター 9：00 ～ 9：20
東長江浦上公民館 9：30 ～ 9：50
西長江浦上公民館 10：00 ～ 10：30
西長江浦下営農研修センター 10：40 ～ 11：00
東長江浦下公民館 11：10 ～ 11：40

飯
野
地
区

４月 21 日
（火）

堀浦多目的集会施設 9：00 ～ 9：20
上大河平公民館 9：30 ～ 9：50
下大河平公民館 10：00 ～ 10：30
東原田公民館 10：40 ～ 11：30

５月８日
（金）

今西公民館 9：00 ～ 9：20
池島公民館 9：30 ～ 9：50
西上江公民館 10：00 ～ 10：20
中上江公民館 10：30 ～ 11：00
上上江公民館 11：10 ～ 11：40

５月 12 日
（火）

南原田公民館 9：00 ～ 9：30
中原田公民館 9：40 ～ 10：00
五日市公民館 10：10 ～ 10：30
苧畑コミュニティーセンター 10：40 ～ 11：00
大明司公民館 11：10 ～ 11：40

５月 15 日
（金）

山内公民館 9：00 ～ 9：20
前田公民館 9：30 ～ 10：10
坂元公民館 10：20 ～ 10：40
高野畜産管理センター 11：00 ～ 11：20

５月 19 日
（火）

白鳥公民館 9：00 ～ 9：30
末永公民館 9：40 ～ 10：10
田代公民館 10：20 ～ 10：50
出水公民館 11：00 ～ 11：30

５月 22 日
（金）

飯野駅前地区体育館 9：00 ～ 10：10
飯野出張所 10：20 ～ 11：30

真
幸
地
区

５月 29 日
（金）

北昌明寺公民館 9：00 ～ 9：20
吉田温泉・鹿の湯 9：30 ～ 9：50
西川北公民館 10：00 ～ 10：30
下島内公民館 10：40 ～ 11：30

６月２日
（火）

西内竪公民館 9：00 ～ 9：10
東内竪公民館 9：20 ～ 10：00
南岡松公民館 10：10 ～ 10：50
岡松運動場 11：00 ～ 11：20
溝ノ口公民館 11：30 ～ 11：40

６月９日
（火）

旧岡元保育所 9：00 ～ 9：30
下浦公民館 9：40 ～ 10：00
上向江公民館 10：10 ～ 10：40
中浦・熊野神社 10：50 ～ 11：10
上島内公民館 11：20 ～ 11：40

６月 16 日
（火）

亀沢公民館 9：00 ～ 9：20
柳水流公民館 9：30 ～ 9：50
南昌明寺・湯園公民館 10：00 ～ 10：20
真幸出張所 10：30 ～ 11：40

＊狂犬病予防注射集団注射日程（１回目）
　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
年
１
回
受
け

る
よ
う
に
、
犬
の
登
録
は
、
生
涯
に
一

度
す
る
よ
う
に
狂
犬
病
予
防
法
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
、
左
表
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。
当
日
は
、
移
動
の
関
係
で
時
間

に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
厳
守

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
の
犬
＝
生
後
91
日
以
上
の
犬

◎
料
金
＝
登
録
料
３
，
０
０
０
円
（
登

録
を
し
て
い
な
い
犬
の
み
）、
注
射
料

３
，
０
０
０
円

◎
持
参
す
る
物
＝
市
か
ら
送
付
さ
れ
た

不
妊
手
術
な
ど
繁
殖
制
限

措
置
を
行
う
。

　

こ
れ
ら
は
、
犬
を
飼
う

上
で
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で

す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
皆

さ
ん
、
こ
れ
か
ら
飼
お
う
と

し
て
い
る
皆
さ
ん
、
こ
の
機

会
に
、
も
う
一
度
、
自
分
の
犬
の

飼
い
方
や
こ
れ
か
ら
の
飼
い
方
を

見
つ
め
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

犬
も
大
切
な
家
族
の
一
員
の
は
ず

な
の
で
す
か
ら
。

マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
守
っ
て

い
つ
ま
で
も
か
わ
い
が
っ
て
ね

犬
を
飼
う
時
の
最
低
限
の
マ
ナ
ー



（じゃことひじきの混ぜご飯）
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◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］
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竹
の
子
狩
り
フ
ェ
ア
ー

●
　

写
真
／
竹
の
子
狩
り
フ
ェ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
る
上
大
河
平
地
区
の
竹
林
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
ち
り
め
ん
じ
ゃ

こ
と
え
び
の
産
ひ
の
ひ
か
り
を
使
っ

た
「
じ
ゃ
こ
と
ひ
じ
き
の
混
ぜ
ご
飯
」
で
す
。

　

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
は
、
イ
ワ
シ
類
の
仔し

ぎ
ょ魚

や
稚
魚
を
食
塩
水
で
煮
た
後
、
天
日
な
ど
で

干
し
た
食
品
で
す
。
ご
く
小
さ
な
魚
を
平
ら

に
広
げ
て
干
し
た
様
子
が
、
細
か
な
し
わ
を

持
つ
絹
織
物
の
縮ち

り
め
ん緬

を
広
げ
た
よ
う
に
見
え

る
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
魚
そ
の
も
の
は
シ
ラ
ス
と
い
い
、
し
っ

か
り
干
さ
な
い
も
の
は
そ
の
名
で
呼
ば
れ
る

レ シ ピ

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
収
量
が
多
く
、
油
分
の

少
な
い
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
仔
魚
が
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
牛
乳
と
同
じ
よ
う

に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

　

１
９
８
０
年
代
ま
で
は
、
日
持
ち
が
す
る

塩
分
の
高
い
物
が
好
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
、
健
康
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か
ら

減
塩
さ
れ
た
製
品
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

う
ま
い
え
び
の
産
ひ
の
ひ
か
り
に
、
ち
り

め
ん
じ
ゃ
こ
や
ひ
じ
き
、
小
松
菜
な
ど
を
混

ぜ
て
い
た
だ
く
と
こ
れ
ま
た
格
別
で
す
。

　
　
　
　
　
　
え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

【開催日時】平成 21年４月 19日（日）　午前９時～

え
び
の
市
食
生
活
改
善
推
進
員

三
森
ヨ
シ
子
　

さ
ん

r e c i p e

【材料（４人分）】
●ご飯（茶碗４杯）●ちりめんじゃ
こ（20 ㌘）●乾燥ひじき（20 ㌘）
●小松菜（60 ㌘）●油揚げ（1/4 枚）
●Ａ＝だし汁（１カップ）・醤油（大
さじ３）・砂糖（小さじ２）・みり
ん（大さじ２）

【作り方】
❶ひじきはぬるま湯で戻して、長
い時は食べやすく切る❷小松菜は
色よくゆでて細かく切り、油揚げ
も細いせん切りにする❸鍋にひじ
き、油揚げとＡを入れて火にかけ
て、汁気がなくなるまで煮る❹ボ
ウルに温かいご飯を入れ、❸とち
りめんじゃこ、小松菜を混ぜて器
に盛りつける

えびの
四季彩色
Season　Color　of　Ebino

竹の子狩りフェアー
【会場】大河平小学校とその付近の竹林
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人
広報えびの　14

vol.48◎
家
庭
教
育
学
級
の
紹
介

家 学庭 教 育 級 信通

区長会でフェスタへの参加と協力を呼びかける東さん。

「

◎
ま
ち
づ
く
り
の
条
例
市
民
研
究
会
レ
ポ
ー
ト

子どもたちの豊かな創造力を見ることができました。

　

私
た
ち
岡
元
小
学
校
家
庭
教
育

学
級
は
、「
も
み
の
木
学
級
」で
す
。

こ
れ
は
昔
か
ら
校
庭
に
あ
る
も
み

の
木
か
ら
つ
け
た
名
前
で
、
こ
の

も
み
の
木
は
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
り
ま
す
。
学
級
で
は
、
全
Ｐ

Ｔ
Ａ
12
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
活
動
で
は
、

ゲ
ー
ム
や
歌
を
通
し
て
英
会
話
を

学
ぶ
英
語
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
や
親

子
陶
芸
教
室
、親
子
手
話
講
座
と
、

親
子
で
参
加
す
る
講
座
を
取
り
入

れ
ま
し
た
。
活
動
を
通
じ
て
、
普

R i t u k o 　T a n a k a

岡元小学校家庭教育学級長
田中律子さん

子どもと親が一緒に
成長する学級へOkamoto

（岡元小学校家庭教育学級）

親子で参加した陶芸教室。

前回、「まちづくりの基本的な
方向」を作ったところまで

を紹介しました。今回は、これを
研究会でどのように議論し、内容
の修正をしていったのかを紹介し
ます。研究会では、次のような意
見が出ました。
▼あらゆる施策の基本になるのは
総合長期計画なので、「あらゆる
施策」の前に「総合長期計画」を
入れるべき▼まちづくりの方向な
のだから、「これをもとに行動す
る」という言葉が入った方がよい
のではないか▼食の安全というも
のは、消費者からの考え方に限ら

れているので、「農業」という産
業からの恩恵によって「食の安全」
が守られているということを明記
すべき　
　このような意見が出て、最終的
に次のような条文になりました。

　みんなでつくろう！　えびの市の「憲法」

段
家
庭
や
学
校
で
の
授
業
参
観
で

は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
違
っ

た
一
面
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
作
業
に
取
り

組
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
勢
で
す
。

天
宮
陶
苑
の
松
下
剛
さ
ん
を
講
師

に
招
い
て
行
っ
た
陶
芸
教
室
で

は
、
親
子
で
カ
ッ
プ
や
皿
、
灰
皿

な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の

豊
か
な
創
造
力
や
、
集
中
し
て
物

を
作
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い

つ
も
と
違
っ
た
感
性
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
新
鮮
な
驚
き
と
子
ど

も
の
成
長
に
対
す
る
喜
び
を
十
分

味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
な
っ
て
親
も
成
長
で
き
る
活
動

を
増
や
し
、
家
庭
で
の
子
育
て
の

在
り
方
や
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り

方
を
楽
し
く
学
ん
で
い
け
る
、
そ

ん
な
家
庭
教
育
学
級
の
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
皆
で
協
力
し
あ
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

る差別のないまちづくりを進めること。
（２）命が尊重され、市民の健康、医療、
福祉が守られること。
（３）未来を担う子どもたちが健やかに
育つ環境をつくり、すばらしい教育が
行われること。
（４）命をつなぐ「食の安全」のために、
顔の見える「農業」を守り育てること。
（５）母なる川内川を中心に、美しいえ
びのの自然と環境を守ること。
（６）明るく活気に満ちた生活を営める
ように、産業の振興をめざすこと。
（７）すぐれた慣習と有形無形の伝統的
な文化を貴重な財産として保存し、次
世代に伝えること。
（８）国籍や地域の違いを乗り越えてお
互いを理解し合い、共に助け合うこと。

（まちづくりの基本的な方向）
第○条　えびの市のまちづくりの基本
的な方向は、次の各号に示すとおりと
し、市の「総合長期計画」を始めあら
ゆる施策は、これに沿ったものでなけ
ればならない。また、市民、市及び市
議会はそれぞれの責務を認識し、この
規定の趣旨に沿って行動するものとす
る。
（１）人権が尊重され、個性を大切にす

15　ebino　city　public　relations.　2009.03

え び の の ひ と

東　良一郎さん

も
う
一
度
八
幡
丘
公
園
の
す

ば
ら
し
さ
を
市
内
外
の
多

く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。
初
め
て
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
以
前
に
遠
足
や
花
見
で
訪

れ
た
方
も
、
初
め
て
訪
れ
た
時
の

感
動
や
楽
し
さ
を
も
う
一
度
味

わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
私
た
ち
も

『
お
も
て
な
し
の
心
』
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
今

年
の
１
月
１
日
に
え
び
の
青
年
会

議
所
の
理
事
長
に
就
任
し
た
東
良

一
郎
さ
ん
（
南
原
田
区
）
で
す
。

　

同
会
議
所
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
八
幡
丘
公
園

さ
く
ら
祭
り
の
昼
の
部
を
復
活
さ

せ
よ
う
と
、
え
び
の
市
Ｓ
Ａ
Ｐ
会

議
や
え
び
の
市
商
工
会
青
年
部
な

ど
５
団
体
と
協
力
し
て
「
八
幡
丘

さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
」

を
設
立
。
東
さ
ん
は
そ
の
実
行
委

員
長
も
務
め
ま
す
。

　

現
在
、
同
会
で
は
フ
ェ
ス
タ
開

催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
物
産
販
売

や
カ
ラ
オ
ケ
、
子
ど
も
向
け
の
宝

探
し
な
ど
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
も

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
当
日
、晴
天
で
桜
が
満
開
だ
っ

た
ら
嬉
し
い
ん
で
す
け
ど
、
不
安

で
す
ね
」
と
東
さ
ん
。
開
催
に
向

け
て
心
配
な
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
同
会
の
皆
さ
ん
は
「
八
幡
丘

公
園
の
魅
力
を
宣
伝
す
る
と
と
も

に
、
え
び
の
の
東
の
玄
関
口
か
ら

元
気
を
発
信
し
、
盛
り
上
げ
て
い

八幡丘公園の魅力と
私たちの元気を発信したい

こ
う
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
フ
ェ
ス
タ

に
足
を
運
ん
で
八
幡
丘
公
園
の
桜

を
満
喫
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◎
八
幡
丘
さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ

日
時
＝
平
成
21
年
３
月
29
日（
日
）

※
雨
天
時
は
４
月
５
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ご
ろ

会
場
＝
八
幡
丘
公
園

ひがし・りょういちろう／ 33 歳／南原
田区／造園業／今年の１月１日からえ
びの青年会議所の理事長を務める。え
びの太鼓にも所属している。

Ryouichirou　Higashi
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２
月
13
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
、
市

民
図
書
館
学
習
室
で
、
魚
拓
展
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
色
彩
魚
拓
画
会

講
師
の
大
西
登
さ
ん
（
中
島
区
）
と
そ

の
弟
子
で
あ
る
永
友
博
子
さ
ん
（
宮
崎

市
）
の
作
っ
た
カ
ラ
ー
魚
拓
34
点
を
展

示
し
た
も
の
で
す
。

　

魚
拓
展
で
は
、
イ
シ
ダ
イ
や
ハ
マ
チ

な
ど
の
海
魚
、
ヤ
マ
メ
や
ウ
グ
イ
な
ど

の
川
魚
の
カ
ラ
ー
魚
拓
が
ず
ら
り
。
そ

の
魚
た
ち
は
ま
る
で
本
物
の
よ
う
に
今

に
も
飛
び
出
し
そ
う
な
も
の
ば
か
り
で

し
た
。
魚
拓
展
に
訪
れ
た
市
民
は
「
ど

れ
も
す
ば
ら
し
い
作
品
で
す
。
え
び
の

に
こ
ん
な
芸
術
家
が
い
た
な
ん
て
驚
き

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

え
び
の
駐
屯
地
曹
友
会
が
、
２
月
17

日
、
え
び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
金
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
会

が
昨
年
末
に
行
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
で
集
ま
っ
た
お
金
を
、
え
び
の
市

の
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
寄

付
し
た
も
の
で
す
。

　

寄
付
を
受
け
た
坂
本
茂
会
長
は
、「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
福
祉
の

た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
後
も
市
民
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
体
制
を
作
っ
て
い
き
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
何
か
地
域
に
貢
献
で
き
な

い
か
と
、
え
び
の
高
原
の
清
掃
作
業
や

草
刈
り
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

打
植
祭
が
、
３
月
１
日
、
今
西
地
区

の
香
取
神
社
と
田
代
地
区
の
天
宮
神
社

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
香
取
神

社
の
祭
神
で
あ
る
女
神
が
天
宮
神
社
の

男
神
を
出
迎
え
に
行
き
、
香
取
神
社
で

年
に
一
度
の
再
会
を
果
た
す
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
も
の
。
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

約
４
㎞
離
れ
た
両
神
社
間
を
行
き
来

す
る
神
迎
え
行
列
の
後
、
両
地
区
民
で

モ
ウ
ソ
ウ
ダ
ケ
を
引
っ
ぱ
り
合
う
カ
ギ

引
き
や
木
牛
を
使
っ
て
田
植
え
の
準
備

を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
演
じ
る
田
遊
び

狂
言
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
演
者
の
熱

演
に
、
会
場
か
ら
は
笑
い
と
歓
声
が
起

こ
っ
て
い
ま
し
た
。

貴重な寄付金は社会福祉のために役立てます。

二人の力作が並んだ魚拓展。

笑いの絶えなかった田遊び狂言。

　

平
成
20
年
度
自
衛
官
入
隊
入
校
者
激

励
会
が
、
３
月
５
日
、
市
役
所
本
庁
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
自
衛
官

入
隊
入
校
者
や
そ
の
保
護
者
、
自
衛
隊

協
力
会
な
ど
、53
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
春
、
自
衛
官
に
入
隊
入
校
す
る
え

び
の
市
出
身
者
は
15
人
。
そ
の
う
ち
５

人
が
え
び
の
駐
屯
地
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
。
激
励
会
で
は
、
関
係
者
か
ら
の

激
励
の
言
葉
や
先
輩
隊
員
の
体
験
発
表

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
隊
入
校
者
を
代
表
し
て
、
国
分
駐

屯
地
に
配
属
と
な
っ
た
大
竹
憂
弥
さ
ん

が
「
精
一
杯
努
力
し
立
派
な
自
衛
官
と

な
り
、
こ
の
名
誉
あ
る
使
命
を
果
た
す

覚
悟
で
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

コ
カ
・
コ
ー
ラ
カ
ッ
プ
宮
日
キ
ッ
ズ

サ
ッ
カ
ー
大
会
が
、３
月
１
日
、グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
え
び
の
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
市
内
外
か
ら
46
チ
ー
ム
が
参

加
。
園
児
約
５
０
０
人
の
ほ
か
、
保
護

者
な
ど
約
２
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

試
合
で
園
児
た
ち
は
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
て
必
死
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い

ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
が
決
ま
る
と
、
応
援

す
る
大
勢
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
飛
び

跳
ね
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
運
営
に
は
、
え
び
の
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
や
飯
野
中
サ
ッ
カ
ー
部
も
協

力
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
い
ろ

ん
な
衣
装
で
応
援
す
る
な
ど
、
多
く
の

人
た
ち
が
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

今春、自衛官に入隊入校する皆さん。

懸命にボールを追いかける園児たち。

　

３
月
７
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

読
書
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
読
書
推
進
の
一
環
で
市
民
図
書
館

が
行
っ
た
も
の
で
、
こ
の
日
は
、
親
子

連
れ
な
ど
約
80
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
講
師
を
務
め
た
の
は
、
昆
虫

写
真
家
の
新
開
孝
さ
ん
。
新
開
さ
ん
は

撮
影
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
虫
の
写
真
を
見

せ
な
が
ら「
虫
は
、『
見
て
み
よ
う
』、『
見

て
み
た
い
』
と
思
え
ば
、
家
の
周
り
な

ど
意
外
と
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は「
最

近
コ
ガ
ネ
ム
シ
を
見
な
く
な
り
ま
し
た

が
ど
う
し
て
で
す
か
」
な
ど
、
疑
問
に

思
う
こ
と
を
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

子どもたちにまゆを見せる新開さん（左）。

　

飯
野
植
木
市
が
、
３
月
７
日
、
８
日

の
二
日
間
、
飯
野
町
区
商
店
街
（
飯
野

出
張
所
周
辺
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
、
二
日
間
で
約
２
万
人
の
人
が

市
内
外
か
ら
訪
れ
ま
し
た
。

　

歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
通
り
に
は
、

植
木
や
花
、
食
料
品
な
ど
、
県
内
外
か

ら
約
70
店
舗
が
軒
を
並
べ
ま
し
た
。

買
い
物
に
訪
れ
た
人
は
「
こ
れ
は
ど
の

く
ら
い
水
を
あ
げ
れ
ば
い
い
の
」な
ど
、

植
木
の
栽
培
方
法
や
管
理
方
法
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
抽
選
会
や
綱
引
き
大
会
も
行

わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
買
い
物
を
楽

し
ん
だ
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
り

し
て
、春
の
訪
れ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。多くの植木が並んだ飯野植木市。

社
会
福
祉
に
役
立
て
て

飛
び
出
し
そ
う
な
魚
ず
ら
り

五
穀
豊
穣
を
願
っ
て

必
死
に
ボ
ー
ル
を
追
っ
て

自
衛
官
入
隊
入
校
者
を
激
励

春
を
感
じ
る
飯
野
植
木
市

い
ろ
ん
な
虫
に
大
喜
び
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◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111

　国土交通省では、川内川の堤
防等の維持管理のため、除草作
業を業者に委託して行っていま
す。その刈草を資源としての有
効利用を図るため、皆さんに提
供し、家畜粗飼料や畑等の敷き
草、たい肥などに利用していた
だきたいと考えています。草刈
りから梱包までは業者の方で行
いますが、現地からの持ち出し
は利用者本人に行っていただき
ます。この刈草をご希望の方は、
下記までご連絡ください。

【申込締切】平成 21 年３月 31
日（火）※締切を過ぎた申込
は受け付けられません。
※今回の募集は、許可制による
個人の採草とは異なります。
※登録期間は１年間です。今ま
で登録をされていた方で引き続
きご希望の方も、新たに申込み
が必要です。
※梱包の際、刈草の中のごみは
ある程度分別しますが、幾分混
入していることも考えられます
ので、飼料等への利用は注意が
必要であることをご理解くださ
い（刈草の梱包の大きさは、直
径 50 ㎝×長さ 73 ㎝程度）。
※販売等の営利目的での使用は
できません（販売の事実が確認
された場合、その方への配布を
取り止めます）。
■お問い合わせ先
国土交通省川内川河川事務所京
町出張所技術係・事務係
☎ 0984‐37‐1151

　平成 21 年度の人権・行政相
談、無料法律相談は、下記の日
程で行われます。
◎人権・行政相談

【日程】平成21年４月１日（水）、
５月 13 日（水）、６月１日（月）、
７月１日（水）、８月５日（水）、
９月２日（水）、10 月７日（水）、
11 月４日（水）、12 月２日（水）、
平成 22 年１月６日（水）、２
月３日（水）、３月３日（水）

【会場】市役所本庁別棟１‐３・
４会議室

【時間】午前 10 時～午後３時
◎無料法律相談

【日程】平成 21 年４月７日、
５月 12 日、６月２日、７月７
日、８月４日、９月１日、10
月６日、11 月 10 日、12 月１日、
平成22年１月12日、２月２日、
３月２日（いずれも火曜日）

【会場】総合福祉センター
【時間】午後１時 30 分～午後
４時 30 分
※相談日前日までに社会福祉協
議会に予約してください。
■お問い合わせ先

市市民課生活環境係
（内線 285）
市総務課人権啓発室
（内線 350）
えびの市社会福祉協議会
☎ 0984‐35‐2800

　４月のイベント情報は下記の
とおりです。皆さん、ぜひ、お
でかけください。
◎八幡丘公園夜桜ライトアップ

【期間】平成21年３月22日（日）
～４月５日（日）

【会場】八幡丘公園
【ライトアップ時間】午後７時
～午後９時

【内容】ぼんぼりを点灯して桜
をライトアップします。
◎八幡丘さくらフェスタ

【開催日時】平成 21 年３月 29
日（日）　午前 10 時～

【会場】八幡丘公園
【内容】子ども向け宝探し、大

甲種防火管理講習（新規）の案内

２月の活動状況 火災 2件 年計 3件
［えびの消防署管内］ 救急 49 件 年計 121 件

　平成 21 年度の甲種防火管理新規講習が４月に行わ
れます。防火管理者を選任していない場合や、甲種
防火管理の資格を得たい方は、ぜひこの機会に受講
してください。なお、今年度の再講習は、都城市の
みでの実施となります。詳しいことは、西諸広域消
防本部予防課までお問い合わせください。
【実施日】平成 21 年４月 22 日（水）・23 日（木）
【会場】小林市中央公民館
【申込期間】平成21年３月 30日（月）～４月10日（金）
【定員】200 人　※定員になり次第受付終了です。
■お問い合わせ先　西諸広域消防本部予防課
　　　　　　　　　☎ 0984‐23‐5537

２月の交通事故 人身 12件 年計 21 件
　発生状況 物件 13件 年計 36 件

　自転車で歩道を通行できる場合は次の通りです。
①「自転車歩道通行可」の標識や標示がある時
② 13 歳未満の児童や幼児が乗る時
③ 70 歳以上の方が乗る時
④視覚、聴覚等の障害、音声・言語等の機能障害、
　肢体不自由などの身体障害者
　上記以外の場合は、原則車道の左側を通行しなけ
ればなりません。ただし、道路工事や連続した駐車
車両などのため車道の通行が困難な時や、交通量が
多く道路幅が狭いなどのため自動車等との接触の危
険がある場合は歩道を通行できます。
　歩道はあくまでも歩行者が優先です。

自転車での通行について

　身体もしくは精神の障害のた
めに、日常の生活に著しく制限
を受ける 20 歳未満のお子さん
を養育されている方に対して、
特別児童扶養手当が下記のとお
り支給されます。

【手当月額】
◎１級＝ 50,750 円
◎２級＝ 33,800 円
　なお、児童に障害がある場合
でも支給要件により手当が支給
されない場合があります。詳し
いことは下記までお問い合わせ
ください。
■お問い合わせ先
市福祉事務所福祉係
（内線 266）

　在宅で生活をしている重度の
障害者、障害児の方々には、特
別障害者手当・障害児福祉手当
が下記のとおり支給されます。
◎特別障害者手当

【対象】20 歳以上の方で政令で
定める程度の著しく重度の障害
の状態にあるため、日常生活で、
常時、特別の介護を必要とする
方

【手当月額】26,440 円
◎障害児福祉手当

【対象】20 歳未満の方で、政令
で定める程度の重度の障害をか

かえている方
【手当月額】14,380 円
■お問い合わせ先
市福祉事務所福祉係
（内線 266）

　平成 21 年４月１日から、市
が管理している施設の空き状況
をパソコンや携帯電話で確認す
ることができるようになりま
す。空き状況が確認できる施設
は、市文化センター、各地区体
育館、各地区公民館および王子
原運動公園等の運動施設、各学
校の体育館等です。市のホーム
ページにアクセスすることで確
認することができます。
　なお、施設借用の申請手続き
については従来どおりです。詳
しいことは、下記にお問い合わ
せください。

【ホームページアドレス】http:
//www.city.ebino.lg.jp/

【携帯版アドレス】http://www.
city.ebino.lg.jp/mobile/
■お問い合わせ先
市社会教育課（市文化センター
内）　☎ 0984‐35‐2268

　平成 21 年３月５日に区長会
を通して発行（回覧）したえ
びの市役所だより（№ 991 号）
の「①行事予定表（３ページ）」
に誤りがありました。
　８日（水）に「市内小学校入
学式（飯野小・上江小・加久藤
小・真幸小）」、10 日（金）に「市
内中学校入学式」とありますが、
正しくは、８日（水）が「市内
中学校入学式」、10 日（金）が

「市内小学校入学式」です。
　ここでおわび申し上げ、訂正
させていただきます。

・お知らせ・
特別児童扶養手当
を知っていますか

特別児童扶養手当のお知らせ

森うたえもん・丸山ふとしの歌
とトーク、ビンゴゲーム、えび
のの物産販売、飲食出店等
◎韓国岳山開き

【開催日時】平成 21 年４月 12
日（日）　午前９時 30 分～

【会場】韓国岳登山口
【内容】登山シーズンの安全祈
願を行います。参加者に温泉通
行手形をプレゼント。
※弁当希望者は、４月10日（金）
までに観光協会に予約してくだ
さい。
■お問い合わせ先
えびの市観光協会
☎ 0984‐35‐3838
◎きばっど村竹の子狩りフェアー

【開催日時】平成 21 年４月 19
日（日）　午前９時～

【会場】上大河平地区（大河平
小学校とその周辺）

【内容】竹の子狩りの体験やそ
ば団子汁の振る舞い、地元農産
物の販売等
■お問い合わせ先
市畜産農林課林務係
（内線 229）

・募　　集・

おわびと訂正

市役所だよりに誤りがありました

刈草を家畜粗飼料やた
い肥等に活用ください
刈草の提供希望者募集

・イベント・
春を感じるイベント
が盛りだくさんです
４月のイベント情報

パソコンや携帯電話で
施設の空き状況を確認

市の施設の空き状況を確認できます

重度の障害者・障害児の
方に支給される手当です
特別障害者手当・障害児福祉手当

・相　　談・
秘密は堅く守られます。
気軽にご相談ください。

人権・行政相談、無料法律相談の日程
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

同 参 画 だ よ り男 女 共

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

メタボとはメタボリックシンドロームの略で、
内臓脂肪型肥満の人が「高血圧」、「脂質異常」、

「高血糖」といった生活習慣病の危険因子を二つ以
上持ち、さまざまな病気を引き起こしやすくなった
状態をいいます。ここで注目されているのが「内臓
脂肪」です。内臓脂肪は、食べ過ぎや運動不足など
の生活習慣が原因でお腹周りにつく脂肪で、皮下脂
肪に比べると蓄積されやすいものですが、食事・運
動の改善を行うことで減りやすいという特徴があり
ます。しかし、過剰にたまってくると、血中脂質や
血圧を上げてしまいます。また、血糖をエネルギー
源として使用する際に必要なインスリンの働きが低
下して、高血糖を招いてしまいます。
　普段の生活習慣の見直しと改善を行い、余分な内
臓脂肪を身につけないことが大切です。内臓脂肪を
ためない食生活のポイントは次のとおりです。
❶１日３食規則正しく食べる = 欠食は、ほかの食
事の量を増加させる原因になります。夕食は寝る前
の２～３時間までに済ませる習慣をつけましょう。

気に笑
って

健康
え び の

『　学校生活じぶん防衛軍　』
宮田雄吾／著

学校・友達・家族・自分・・・。悩み
多き思春期の若者たちに自己防衛力

を身につけることを提案する一冊です。思
春期は人格を形成していく上で最も大切な
時期。まずは自分のことを磨きあげる「じ
ぶん孝行」をしましょう。思春期のお子さ
んを持つお父さん、お母さん、学校の先生
にもおすすめします。

（情報センター出版局）
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戦
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を
体
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方
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に
と
っ
て
、
戦
後
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六
十
数
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の
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は
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感
慨
深
い

も
の
な
の
だ
ろ
う
。
戦
後
生
ま
れ
の
私
に
と
っ
て
、
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の
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過
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な
い
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一
方
来
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還
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分
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に
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月
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容
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を
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来
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春
よ
来
い

早いもので、もう３月も終わろうとしています。市内の
あちらこちらで春を感じられるようになりました。昨

年末にやってしまった低温火傷の傷も、毎週病院に通って
ようやく治りそうな気配です。３月、４月は別れと出会い
の季節。学校や職場など、あらゆる場面で別れ、出会いが
訪れます。広報という仕事はほとんどが出会い。取材先で
いろんな方々と出会い、いろんな話を聞くことができます。
これからもいろんな方との出会いを楽しみにしています。
そして、低温火傷とはそろそろお別れします。　　（楠元）

短
　

歌
俳
　

句

詩

（
自
註
）

❷野菜をたっぷり食べる = 野菜には健康維持のた
めに不可欠なビタミンやミネラル、食物繊維などが
豊富に含まれており、肥満・高血圧・糖尿病・脂質
異常症などの生活習慣病を予防する効果がありま
す。野菜の多い料理を積極的にとりましょう。
❸よくかんで食べる = 食事を始めてから 20 ～ 30
分しないと、十分に満腹感は得られません。よくか
むことで満腹中枢が刺激され、食べ過ぎを防ぎます。
❹間食を控える = 間食は悪いことではありません
が、何をどれだけ食べるかが問題です。自分の一日
に必要な食事量を超えない範囲で楽しむ程度にしま
しょう。
❺脂肪のとり過ぎに注意 = 脂肪は高エネルギー食
品です。揚げ物や油をたくさん使った料理より、煮
物や焼き物、蒸し物にするなど、調理方法を工夫し
ましょう。
　ちょっとした工夫や心がけで、エネルギーのとり
過ぎや体重増加は防ぐことができます。まず、でき
ることから始めてみませんか。

（
自じ
ち
ゅ
う註
）
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今月の
納税

■後藤栄養士（健康保険課）

む慣行やしきたりの見直しと女性の人材育
成や制度化」、「真の男女平等実現に向けた
教育の積極推進」のほか、「行政施策にお
ける男女共同参画の主流化・市役所の率先
垂範」など、９項目からなっています。
　溝口会長から提言書を受け取った市長

内臓脂肪をためない食生活

『市長に提言書を提出しました』

納税は口座振替が便利です
手続きは金融機関または市役所まで
※通帳と銀行印を持参してください。

◎えびの市の人口
　男性／ 10,266 人（－ 16 人）
　女性／ 11,717 人（－ 24 人）
　合計／ 21,992 人（－ 33 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,120 世帯（＋ 11 世帯）

（平成 21年３月１日現在）

転入／ 39 人
転出／ 63 人
出生／ 12 人
死亡／ 21 人

えびの市男女共同参画懇話会（溝口順
昭会長：15 人）が、２月 19 日、「え

びの市男女共同参画社会推進条例制定に向
けての提言」を市長に手渡しました。
　懇話会では昨年 10 月、農業や商工業、
福祉や医療現場で働く方々のほか、子育て
中の女性など、18 の団体に出向いて、男
女共同参画の現状や課題等について話をう
かがいました。その結果、男女共同参画に
対するさまざまな意見や考えなどが出され
ました。同時に改善すべき課題も見えてき
ました。
　提言書は「男女共同参画社会の形成を阻

は、「懇話会の日々
の活動に心から敬意
を表します。インタ
ビュー結果が反映さ
れた条例を目指した
いと思います」と話
していました。 懇話会の皆さん。
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Furusato-sanpo

願
寺
が
秀
吉
に
便
宜
を
与
え
、
一
向
宗

信
徒
が
密
偵
と
な
っ
て
、
道
案
内
や
軍

事
情
報
を
提
供
し
た
と
し
て
、
島
津
氏

の
怒
り
を
か
っ
た
た
め
と
い
わ
れ
る
説

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
取
締
は
、
島
津
義
弘
が
飯
野
城

に
来
て
島
津
氏
の
直
轄
地
と
な
っ
た
こ

ろ
か
ら
開
始
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
慶１

６

０

４

年

長
二
年
、
征
朝
の
時
義
弘
が
書

き
残
し
た
12
ヶ
条
の
掟

お
き
て
と
し
て
、「
一

向
宗
之
事
先
祖
以
来
御
制
禁
之
儀
に
候

之
条
彼
宗
体
に
成
候
者
は
曲
者
た
る
べ

き
事
」
と
書
き
、
一
向
宗
の
禁
止
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
廃
仏
毀
釈
へ

と
進
み
、
明
治
九
年
一
向
宗
の
解
禁
ま

で
続
き
ま
し
た
。

平
安
時
代
中
期
ご
ろ
か
ら
、
仏
教

が
本
地
垂
迹
説
を
唱
え
は
じ
め

（
仏
が
神
に
姿
を
変
え
た
も
の
だ
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
も
と
の
仏
を
本
地
、
そ

の
化
身
し
た
神
を
垂
迹
と
呼
び
、
こ
う

し
た
神
仏
混
淆
の
神
を
権
現
と
い
っ

た
）、
こ
れ
に
よ
り
、
神
は
仏
の
権
の

姿
で
あ
る
と
し
て
、
各
山
に
神
官
寺
が

置
か
れ
、
僧
職
が
神
前
に
座
し
て
読
経

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
真
幸
院
の

寺
院
で
も
次
の
よ
う
な
別
当
寺
が
造
ら

れ
ま
し
た
。

　

白
鳥
神
社
に
白
鳥
山
金
剛
院
満
足
寺

（
白
鳥
）、
大
戸
諏
訪
神
社
に
新
城
山
延

寿
院
（
大
明
司
）、
香
取
神
社
に
春
日

山
不
動
寺
愛
染
院
（
原
田
）、
羽
山
積

神
社
に
狗
留
孫
山
多
寶
院
端
山
寺
（
大

河
平
）、
加
久
藤
神
社
に
高
連
山
福
性

院
二
之
宮
寺
（
栗
下
）、
高
牟
禮
神
社

に
本
地
聖
観
音
寺
（
浦
）、
西
川
北
菅

原
神
社
に
花
京
山
宮
楽
寺
威
徳
院
（
西

川
北
）、
水
流
菅
原
神
社
に
南
方
山
福

智
院
観
音
寺
（
昌
明
寺
）
等
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、島
津
藩
で
は
、一
向
宗
（
真

宗
）
は
そ
の
信
仰
・
布
教
が
禁
止
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
理
由
は
、

島
津
忠
良
が
一
向
宗
を
キ
リ
ス
ト
教
と

と
も
に
、
父
母
を
軽
ん
じ
、
神
仏
を
疎

ん
ず
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
教
党

を
成
敗
す
べ
き
だ
と
し
た
こ
と
と
、
豊

臣
秀
吉
が
、
薩
摩
を
征
伐
し
た
時
、
本

市歴史民俗資料館に保管してある「12 ヶ条の掟」。

真
幸
院
と
宗
教

125

（
文
／
歴
史
民
俗
資
料
館
・
市
田
陸
奥
雄
）


